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研究発表

「中学校と高等学校の連携を
もとに行うがん教育の実践」

令和２年度福島県がん教育実践事業
がん教育研究推進校

福島県立会津学鳳中学校
研修主任 山田雄一

福島県立会津学鳳中学校・高等学校
研 究 概 要

研究テーマ 中学校と高等学校の連携を

もとに行うがん教育の推進

成果

〇 健康教育全体計画を見直し、がん教育

を取り入れたものに改善できた。

〇 校内組織の設置→学校全体として、授

業等の検討・実施ができた。

〇 生徒の学習の機会、教員の研修として

外部講師の活用が有効であった。

昨年度の成果と課題

課題

● 外部講師の活用に関して、事前の打ち

合わせなど時間の確保が難しい。

● がんに特化した単元が教科書にない。

→ 各校でがん教育のｶﾘｷｭﾗﾑ編成が必要。

● 生徒の家庭環境や心情面の配慮が必須。

→実態把握による個別指導と全体指導

の使い分けが必要。

昨年度の成果と課題

テーマ設定の理由

◇本校の教育目標から
・生命を尊重し、健康の保持増進と

安全教育の徹底に努める。

◇教育の今日的課題から
・日本人の死因としてがんが増加。
・がんへの理解を深め、健康管理の

重要性を考えることが必要。

◇本校の特色・昨年度の成果と課題から
・併設型中高一貫教育校として、継続した指導が可能。
・外部講師の活用の有効性と時間的な課題。
・生徒の実態把握と指導の工夫。

◇目指す生徒の姿
・中高一貫校としての特色を生かしながら「がん教育」を推進することで、

がんについて正しく理解し、命を大切にし健康に生きる意識を高める。

研究テーマ：中学校と高等学校の連携をもとに行うがん教育の推進

新学習指導要領・健康リテラシーの育成

健康教育課 学校長

◆研究計画立案・検討
◆指導案検討

◆事前・事後
アンケートの実施

◆実態調査

◆指導資料の収集
◆具体的指導

中学校部会 高校部会

学年・各教科

がん教育推進委員会

教務部

保健体育部会現職教育委員会

◆ｶﾘｷｭﾗﾑ作成
◆指導案検討

研究組織
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がん教育カリキュラム

高校1学年　がん教育の関連 会津学鳳（R2年4月作成）
　

４月 ５月 ６月 ７・８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

保
健
教
育

全体指導
・講話

健康診断
●交通安全教
室・命の教室
（高全学年）

健診事後措置

●心の教育講

話（高全学年）

●交通教室スケ

アードストレイト

法（中高全学

年）

●保健講座
（性に関する）
（中３年）
保健厚生部

熱中症予防 ●健康教育講

座（放射線）（中

全学年）保健厚

生部

●薬物乱用防

止（中全学年）

生徒指導部

●食育講座
（中１年）
保健厚生部

保健体育
・保健

「私たちの健康
のすがた」
「健康のとらえ
方」

「健康と意思決
定・行動選択」
「健康に関する
環境づくり」
「生活習慣病と
その予防」

「食事と健康」
「運動と健康」
「休養と健康」
「休養・睡眠と
健康」

「喫煙と健康」
「飲酒と健康」
「薬物乱用と健
康」
「現代の感染
症」

「感染症予防」

「欲求と適応機
制」
「心身の相関と
ストレス」

「ストレスへの
対処」
「心の健康と自
己実現」

「交通事故の
現状と要因」

「交通社会にお
ける運転者の
資質と責任」
「安全な交通
社会づくり」

「応急手当の
意義とその基
本」
「心肺蘇生法」

「日常的な応
急手当」

教科

〈現代社会〉
科学技術の発
達と生命
(オ)(カ)(キ)
〈物理基礎〉
電磁波(オ)(カ)

〈C英語Ⅰ〉
The Creator
of Anpanman
Big Dipper
English
Communicatio
n I(ク)

〈数学A〉
場合の数と確
率(イ)(オ)
〈生物基礎〉
遺伝子とその
はたらき(ア)

〈現代社会〉
基本的人権の
保障(キ)(ク)

〈生物基礎〉
生物の体内環
境の維持
(エ)(カ)

〈数学Ⅰ〉
データの分析
(イ)

〈美術Ⅰ〉
アートセラピー
（コラージュ）
（ク）
〈書道Ⅰ〉
書道セラピー
（漢字仮名交じ
りの書）（ク）

〈音楽Ⅰ〉
音楽は心のお
薬（宗教音楽
等の鑑賞）（ク）

〈物理基礎〉
物理学と社会
（放射線の影
響と利用）
(オ)(カ)

〈国語総合〉
共生社会につ
いて考える(ケ)

特

別

活

動

LHR

産業社会と人

間(総合的な探

究の時間)

SSH活動

がん教育の具体的な内容
（ア）がんとはどのような病気か （カ）がんの治療法
（イ）がんの現状 （キ）がん治療における緩和ケア
（ウ）がんの経過と種類 （ク）がん患者の生活の質
（エ）がんの予防 （ケ）がん患者への理解と共生
（オ）がんの早期発見・がん検診

がん教育年間カリキュラム

月

〈職業調べ〉(医療関係、看護関係職業について(イ)(キ)
〈課題学習〉健康をテーマにした課題学習（イ）(キ）（ケ）

教
科
指
導

〈探究活動〉医療、健康をテーマにした探究活動(イ)(キ)(ケ)
〈放射線実習セミナー〉(オ)(カ)　　〈医療に関する研修〉(エ)(カ)　　　〈分子生物学実験〉(ア)

(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
オ　生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律ある習慣の確立(エ)(ケ)

年間計画（抜粋）

対象 対象

６月18日 テーマ・計画の立案と検討

９月２日 実施方法の細案について検討

９月 事前アンケート・意識調査

10月14日 校内研修

10月15日
19日

事前研究会・指導案検討会

10月23日
11月２日

がん教育講演会（高）
〃 （中）

11月16日 研究授業・事後研究会

12月 事後アンケート・事後研究会議

対象

がん教育推進委員会

がん教育推進委員会

中学校３年生
高等学校１年生

教職員

がん教育推進委員会
授業担当者

中学校３年生
高等学校１年生

中学校３年生
高等学校１年生

がん教育推進委員会

研 究 内 容

研究テーマ 中学校と高等学校の連携を

もとに行うがん教育の推進

校内研修

筑波大学名誉教授
野津 有司 様

校内研修

がんを防ぐための12か条
新旧比較。

1978年と2011年での違いに
気付くのも学習。

効果的な導入についても
アドバイスをいただいた。

がん教育講演会
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がん教育講演会 講演会後の中学生の感想

・今日の講演で、がんについて新しい知識を得るこ
とができました。がんになる一番の原因がたばこで
あることを知り、家族に喫煙者がいるので、気をつ
けて欲しいと思いました。先日、近親者にがんにか
かった人がいたので、とても強い関心を持って講演
を聞きました。手術前や手術後は、患者自身はもち
ろん、周囲の私達も不安になりました。治療にあた
っては、身体の痛みだけでなく心の痛みも和らげて
あげられるようなサポートが必要だと、強く感じま
した。今後は、誰でもがんになる可能性があること
を重く受け止め、家族全員で日頃の生活習慣を見直
していきたいと思います。 （A組女子）

がん教育講演会 がん教育講演会

がん教育研究授業 がん教育研究授業（中学校）

がんピアネットふくしま
江川博幸 様
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がん教育研究授業（中学校） がん教育研究授業（中学校）

がん教育研究授業（中学校）

・がんになると、何よりつらいのは患者本人
だということ、周りの人の言動で実際に支
えることができることを深く感じた。

・どう接することが一番励みになるかは、人
によってそれぞれだということを知ること
ができた。がんや病気などで闘病している
人たちを励ませる人になりたい。

・がんというのは、一人でたたかう病気では
なく、みんなで戦う病気だと思いました。

・がんで辛い思いをしないように、身近な家
族にしっかり検診を勧めたい。

がん教育研究授業（高校）

福島県立医科大学
岡部直行 様

がん教育研究授業（高校） がん教育研究授業（高校）
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がん教育研究授業（高校）

・早期発見をすることで、少しでも治り
やすくなることなど、これからの生活
に大切なことを学ぶことができた。

・がんは誰でもかかる病気なので安心で
きないから、普段の生活習慣を気にか
けて気を付けて生活していきたい。

・がん検診を受けられる年齢になったら
定期的に検診していきたいと考えてい
ます。

がん教育研究授業（高校）

・検診や、たばこやお酒はなるべく控え
て適度な運動をするように、家族や身
近な人に呼びかけようと思った。

・今回がんのことをもっと詳しく知るこ
とができたので、家族とも健康な生活
について話してみようと思います。

・家族にがんの治療をしている人がいる
ので、励ましあいながら家族全員で頑
張っていこうと思った。

がん教育研究授業

東海大学体育学部教授
森 良一 様

生徒アンケートの変容（中学校）

事後アンケート

48.8%

47.6%

3.6%
0.0%

0.0%

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
思わない
無回答

75.6%

23.3%

1.2% 0.0%0.0%

３c 日頃から、バランスの良い食事や適度に運動を
行うなど健康な体づくりに取り組もうと思う。

３ｆ がんになっても生活の質を高めることができる

生徒アンケートの変容（中学校）

事後アンケート

14.3%

35.7%41.7%

8.3%

0.0%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

思わない

無回答

38.4%

43.0%

16.3%

2.3% 0.0%

生徒アンケートの変容（中学校）

事後アンケート

40.5%

48.8%

7.1%
3.6% 0.0%

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
思わない
無回答

60.5%

32.6%

7.0%

0.0% 0.0%

３ｈ がんと健康について、まずは身近な家族から
語ろうと思う
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３c 日頃から、バランスの良い食事や適度に運動を
行うなど健康な体づくりに取り組もうと思う。

生徒アンケートの変容（高等学校）

事後アンケート

54.3%
39.3%

4.7% 1.7% 0.0%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

思わない

無回答

62.0%

33.3%

3.4% 0.9% 0.4%

３ｈ がんと健康について、まずは身近な家族から
語ろうと思う

生徒アンケートの変容（高等学校）

事後アンケート

42.3%

43.6%

9.8%

4.3% 0.0%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

思わない

無回答

50.4%

38.0%

8.1%

3.0% 0.4%

研究テーマ 中学校と高等学校の連携を

もとに行うがん教育の推進

成果と課題 成果

○ がん教育の授業や講演会の有効性について、

実践を通して改めて検証することができた。

→外部講師との連絡、効果的な連携

…担当者（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）の役割が重要

○ ＩＣＴ活用など、効果的な指導について研修

することができた。コロナ禍においては、オ

ンラインの遠隔授業も効果的。

○ 学校の全体計画、カリキュラムとの関連を考

えた実践ができた。中高の連携も効果的。

成果と課題

課題

● 家族にがん患者がいる生徒、近親者をがんで

亡くした生徒の把握と、授業での配慮。

→ 保護者会などでの周知、個別対応も。

● 学習効果を高める教材の工夫、発問の工夫。

● がん教育に関する情報発信の工夫。

→ 保健だより、学年通信、ホームページ

● コロナ禍の状況を踏まえ、医療関係の外部講

師とは速やかに連絡する必要。

＊県内各地で、実践が積み上がるように。

成果と課題

ご静聴ありがとうございました


